
視聴方法はホームページをご確認ください

「オンライン医学講座」では、
ご自宅にてインターネットの動画で
無料視聴が可能です。
　　　　　　詳しくは、
　　　　　　QRコード
　　　　　　から当院
　　　　　　ＨＰをご覧ください。

ホームページ

３月２３日（火）14：30から

心臓弁膜症の治し方について（仮題）

講 

師

大和成和病院
心臓血管外科

倉田 篤 院長

日 時

会 場 インターネット配信により各ご自宅で

　心臓の血液が正しく流れる役割を果た
している「弁」。この不具合を抱える心臓弁
膜症が、高齢者に増えています。弁の病気
と治療について、わかりやすくお話しします。
※当日、タイトルまたは内容を変更することがあります。
　また、状況により開催が中止になる場合もございます。
　ご了承ください。

お問合せ
大和成和病院
☎046-２７８-３９11（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

オンライン医学講座 参加無料参加無料

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

オンライン医学講座 参加無料参加無料

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

３月31日（水）14：00～15：00

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

QRコードで当院ホームページへ！

日 時

会 場 インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

綾瀬厚生病院
内科

上杉 成人 医師

　生活習慣病である「糖尿病」は、治療
せずに放置しておくと、合併症を引き起こ
し、重症化します。今回は、予防のために
何をすべきか、そして糖尿病になった場
合の治療方法、合併症はどのくらい危険
なのかを具体的にお話しします。

インターネットの動画で講座に無料
で参加できます。受講方法は、当院の
ホームページを
ご覧ください。

糖尿病について ～糖尿病の予防と治療、合併症のお話～

ご
家
族
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
・
看
護
師
・
臨
床
工
学
技

士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

言
語
聴
覚
士
な
ど
の
専
門
職
が

チ
ー
ム
に
な
り
、
１
ク
ー
ル
８
名

の
患
者
さ
ま
〈
21
年
１
月
現
在
〉
に
細

や
か
な
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
の
精
神
的
な
不
安
も

丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す

の
で
、腎
臓
や
透
析
の
心
配
事
は
、

当
院
に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

で
き
ま
す
。
透
析
の
通
院
に
は
無

料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
入
院
治
療

　

腎
臓
病
以
外
の
病
気
や
け
が
で

治
療
や
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
綾
瀬
厚
生
病
院
に
は
、

外
科
・
内
科
・
整
形
外
科
な
ど
の

診
療
科
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
治
療
に
専
念
し
な
が
ら
、
い

つ
も
の
よ
う
に
人
工
透
析
を
継
続

で
き
る
病
院
で
す
。
透
析
の
た
め

に
転
院
す
る
必
要
が
な
く
、
さ
ら

に
病
棟
は
一
般
病
棟
・
療
養
病
棟
・

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
あ
る
の

で
、
安
心
感
あ
る
環
境
で
す
。

■
透
析
ス
タ
ッ
フ
よ
り

　
「
人
工
透
析
治
療
は
、
長
く
お

付
き
合
い
し
て
い
く
も
の
で
す
の

で
、当
院（
綾
瀬
厚
生
病
院
）で
は
、

■
通
院
治
療

　

透
析
治
療
に
お
い
て
は
、
激
し

い
運
動
の
制
限
な
ど
は
あ
り
ま
す

が
、
ほ
ぼ
通
常
の
生
活
を
送
り
な

が
ら
、
週
３
回
通
院
し
て
３
〜
４

時
間
程
度
、
治
療
を
受
け
ま
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
は
、
透
析
ベ
ッ

ド
に
個
別
の
Ｔ
Ｖ
画
面
が
あ
り
、

治
療
中
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
自

由
に
番
組
を
変
え
な
が
ら
視
聴
が

　

今
、
腎
臓
病
が
増
え
て
い
ま
す
。
綾
瀬
厚
生
病
院

の
人
工
透
析
治
療
で
は
、
丁
寧
に
治
療
方
針
を
説

明
し
、
同
意
を
得
た
上
で
、
一
人
ひ
と
り
の
意
思
に

沿
っ
た
透
析
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

尿をつくる
体液量などの調整
血圧の
コントロール
骨髄の
血球造成補助
カルシウム吸収の
促進と骨強化

1
2
3

4

5

腎臓の主な役割腎臓の主な役割

機
器
の
助
け
を
借
り
て
、
人
工
的

に
水
分
と
毒
素
を
体
外
に
出
す
方

法
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
腎
臓

機
能
の
悪
化
だ
け
で
命
を
落
と
す

こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
命
維
持
の
た
め
に

は
、
こ
の
治
療
を
永
続
的
に
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
今
あ
る
自
分
の
腎
臓
を
い

た
わ
り
、
可
能
な
限
り
早
い
う

ち
か
ら
、
検
査
な
ど
で
数
値
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
腎
臓
の
障
害
が
長
期
的

に
続
く
と
、「
慢
性
腎
臓
病
」
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
腎
臓
機
能
の

回
復
が
見
込
め
な
い
状
態
が
「
慢

性
腎
不
全
」
で
す
。

人
工
透
析
治
療
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

透
析
は
永
遠
に

　

人
工
透
析
治
療

は
、
自
分
の
腎
臓

の
代
わ
り
に
透
析

　

タ
ン
パ
ク
尿
ま
た
は
糸
球
体
ろ

過
量
の
数
値
の
低
下
が
３
カ
月
以

上
続
い
て
い
る
場
合
は
、
腎
臓
に

障
害
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師

も
、
狭
義
の
意
味
で
低
侵
襲
手
術

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
心
臓
手
術
後
は
ど
の
よ

う
な
経
過
を
た
ど
る
の
で
す
か
？

　
「
人
工
心
肺
を
用
い
た
手
術
後

は
、体
の
む
く
み
を
と
る
た
め
に
、

塩
分
と
水
分
の
摂
取
を
制
限
し

て
、
体
内
の
余
剰
水
分
を
減
ら
し

た
り
、
利
尿
剤
を
使
用
し
ま
す
。

　

手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
始
め

る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
手
術
後
１
〜
２
日
目

に
は
、歩
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
時

間
が
長
い
と
、
肺
炎
や
転
倒
な
ど

の
二
次
的
な
障
害
を
生
じ
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
大
和
成
和
病
院
で

は
、
術
後
早
期
か
ら
専
門
の
技
士

が
専
属
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
な
っ
て
い
ま
す
」。

■
取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

　
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

　
☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

ず
に
肋
骨
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
行
な
い
、
創
は

５
㎝
程
度
と
な
り
ま
す
。
形
容
上

の
利
点
の
上
に
、
出
血
や
術
後
の

痛
み
も
少
な
い
の
で
、
術
後
早
期

か
ら
通
常
生
活
を
の
ぞ
む
こ
と
が

可
能
で
す
。
小
開
胸
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の

対
象
は
、
大
動
脈
弁
や
僧
帽
弁
の

病
気
の
ほ
か
、
心
房
中
隔
欠
損
症

な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
狭
心
症
な
ど
の
冠
状
動

脈
疾
患
に
対
す
る
人
工
心
肺
を
使

用
し
な
い
『
心
拍
動
下
（
オ
フ
ポ

ン
プ
）
冠
状
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
』

低
酸
素
状
態
に
陥
っ
て
障
害
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

　

心
筋
保
護
液
が
改
良
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
４

時
間
程
度
の
間
、
心
臓
を
停
止
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
可
能
で
す
」

　
︱
︱
︱
心
臓
手
術
で
は
、
大
き

く
メ
ス
を
入
れ
て
開
胸
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
す
か
？

　
「
体
に
負
担
が
少
な
い
種
類
の

『
低
侵
襲
心
臓
手
術
（ M

inimally 
Invasive Cardiac Surgery;

Ｍミ

ッ

ク

ス

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）』

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
術
で
は
、
胸
骨
を
切
ら

　
︱
︱
︱
心
臓
手
術
は
、
一
時
的

に
心
臓
を
止
め
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
大
丈
夫
な
の
で
す
か
？

　
「
人
工
心
肺
を
使
用
し
て
手
術

を
行
な
う
場
合
に
、『
心
筋
保
護

液
』
と
い
う
薬
を
心
筋
に
注
入
し

て
、
心
臓
の
拍
動
を
停
止
さ
せ
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
心
停
止
中
の
心

筋
の
代
謝
を
抑
え
、
心
筋
細
胞
が

　

心
臓
病
専
門
の
「
大
和
成
和
病
院
」
で
は
、
数
多
く
の
執
刀
経
験
を
も
つ
医
師

や
技
士
が
心
臓
手
術
を
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
適
す
る
方
法
を
提
案
し
て

行
な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
血
管
外
科
・
主
任
部
長
の
田
畑
医
師
に
伺
い
ま
し
た
。

人工心肺装置のイメージ

人工
 心肺

ポンプ

人
工
心
肺
装
置
の
役
割

　

そ
し
て
手
術
中
は
、
心
臓
の
動

き
を
止
め
た
り
、
一
時
的
に
血
液

の
流
れ
を
止
め
た
り
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
に
は
「
人
工
心
肺
」

が
使
用
さ
れ
ま
す
。
体
の
中
で
酸

素
を
使
用
し
た
血
液
（
静
脈
血
）

が
心
臓
に
戻
る
手
前
で
、
静
脈
か

ら
血
液
を
人
工
心
肺
装
置
に
導
き

ま
す
。
機
械
で
酸
素
を
混
ぜ
た
血

液
（
動
脈
血
）
を
大
動
脈
に
送
り
、

体
内
の
臓
器
に
送
り
届
け
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
工
心
肺
は
、

心
臓
手
術
を
し
て
い
る
間
、
体
内

の
血
液
循
環
を
担
う
重
要
な
生
命

維
持
装
置
で
す
。
人
工
心
肺
は
、

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国
で

も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す

る
人
工
心
肺
の
操
作
は
、
手
術
担

当
医
と
連
携
し
て
、
専
門
知
識
と

訓
練
さ
れ
た
技
術
を
も
つ
「
臨
床

工
学
技
士
」
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

手
術
」、弁
膜
症
で
は「
弁
形
成
術
」

や
「
弁
置
換
術
」、
大
動
脈
疾
患

で
は
「
人
工
血
管
置
換
術
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

心
臓
は
左
で
は
な
い
⁉︎

　

心
臓
は
、
実
際
に
は
、
胸
の
ほ

ぼ
真
ん
中
に
あ
り
、
心
臓
の
先
端

が
左
側
の
方
を
向
い
て
い
ま
す
。

生
命
の
維
持
を
担
当
し
て
い
る
重

要
臓
器
で
あ
る
心
臓
と
肺
は
、
多

く
の
骨
（
胸
骨
や
肋
骨
）
に
守
ら

れ
て
お
り
、
手
術
の
際
に
は
、
胸

の
真
ん
中
に
あ
る
胸
骨
を
切
開
し

て
、
実
施
し
ま
す
。

室
中
隔
欠
損
な
ど
の
【
先
天
性
心

疾
患
】、
大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解

離
な
ど
の
【
大
動
脈
の
疾
患
】
が

あ
り
ま
す
。

　

手
術
の
種
類
に
は
、
冠
状
動
脈

疾
患
で
は
「
冠
状
動
脈
バ
イ
パ
ス

　

心
臓
手
術
を
要
す
る
主
な
病
気

に
は
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
原

因
と
な
る
【
冠
状
動
脈
疾
患
】、

大
動
脈
弁
が
狭
窄
し
た
り
、
僧
房

弁
が
閉
鎖
不
全
を
起
こ
す
【
心
臓

弁
膜
症
】、
心
房
中
隔
欠
損
や
心

　

体
に
は
多
く
の
臓
器
が
あ
り
、
各
種
の
疾
患
が
存
在
し
ま
す
が
、
心
臓
も
当
然
、

病
気
に
な
り
、
治
療
に
手
術
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
手
術
で
は
、
専

門
の
装
置
を
使
い
、
心
臓
を
一
時
的
に
止
め
て
行
な
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

清潔感ある綾瀬厚生病院の透析室

石代院長（中央）ほか同院の透析スタッフ

綾瀬厚生病院
☎0467‐77‐5111
・通院透析（　　　　　）
・入院透析（　　　　　）
・他疾患・けがの治療
    ＋透析治療・入院
・回復期リハビリ入院 
    ＋透析治療 

無料送迎あり
通院困難者
も対応

ほか

今
あ
る
腎
臓
を
大
事
に
す
べ
き
理
由
と
は

〜
素
朴
な
疑
問
に
答
え
ま
す
〜

心
臓
手
術
中
は
、心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る
の
？

　 

高
齢
者
・
社
会
人
な
ど

         

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
手
術
方
法
を
提
案

大
和
成
和
病
院
　
田
畑
美
弥
子 
医
師

綾
瀬
厚
生
病
院

多
職
種
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
丁
寧
な
透
析
治
療

通
院
送
迎・
入
院
リ
ハ
ビ
リ
も
可
能
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シニアレジデンス町田 検索

０１２０-86-6534フリーダイヤル

東京都町田市小山ヶ丘1ｰ3ｰ8 受付 ９：００～１８：００

シニアレジデンス町田資料・見学・お問合せ

     「南大沢」駅
     「多摩境」駅
     「相模原」駅
無料バス運行中運行中

橋本駅から神奈中バス
「神奈中多摩車庫」行きで
バス停「多摩境通り北」下車

電
車

交通アクセス

車

急ぎの入居も対応！

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約自動更新条項あり（20年以上の長期賃貸借契約締結（済））／
敷地面積：17,988.89㎡／延床面積：4,161.39㎡（鉄骨・鉄筋コンクリート造・地下1階地上4階建）／住居の権利
形態：利用権方式（返還金制度あり）／居室設備：エアコン・キッチン・ナースコール・照明・収納・浴室（一部）・シャ
ワーブース（一部）・洗浄器付トイレ・洗面台など／共用施設：大浴場・個人浴室・機械浴室・ランドリールーム・ラウン
ジ・多目的ホール・機能訓練室・屋上庭園・和風光庭・洋風光庭・ロビー・相談室・一時介護室・健康管理室・ヘルパー
ステーション・自販機コーナー・エレベーター／開設日：2008.3／募集：5室（全80室）／入居一時金：1,700万円
～5,980万円／管理費：125,714円～285,476円（税込）／食費：60,210円（1日３食30日の場合）／入居資格：
65歳以上の自立または要支援・要介護／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2021.3.31

八
王
子

町
田

橋
本
駅

相
模
原
駅

多摩境
小山長池
トンネル南

トイ
ザらス

介
護
老
人
保
健
施
設

  

ふ
れ
あ
い
の
町
田

リハビリ
テーション
センター

薬局

P
シニア
レジデンス
町田

シニア
レジデンス
町田

ふれあい
町田
ホスピタル

ココ

国道16号から「多摩境通り」
を上り方面へ
信号「小山長池トンネル南」近く

町田市や多摩市、相模原市
などの会場で、無料セミナー
「失敗しない老人ホームの選び方」
「もしもの為の終活について」等を開催しています。
日程は、シニアレジデンス町田へお問合せください。

365日24時間の介護・医療連携　

・家族の在宅介護がもう限界など
・退院後の自宅生活が困難 入居相談員が

スピーディーに対応
面談・
書類確認など ご入居へ！

「ふれあい町田ホスピタル」（医療法人社団康心会）
が併設されているので、医師が同じ建物に常駐し、
土日や夜間も安心。専属のケアマネジャーが
一人ひとりに合わせたケアプランを作成し、
介護と医療の包括的なサービスを提供しています。

毎月、無料セミナーを開催

ソーシャルディスタンスを保ち
感染防止対策を講じて開催

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田
湘南ふれあいの園シリーズふれあいグループ

ご入居者さま
募集

資料請求受付中！

相模原駅

多
摩
境
駅

小山

コストコ

町田街道

北口

JR横浜線

京
王
線

橋本

P

ふれあい
町田

ホスピタル
駐車場
完備

東京都町田市小山ヶ丘1‐3‐8
［３駅から無料シャトルバス有］

ふれあい町田ホスピタル☎042-798-1121

池谷医師 診療日

午 前
月 火 木水 金 土

もの忘れ
外来

頭痛
外来

頭痛
外来

脳神経
外科

脳神経
外科

9：00
〜

12：00
午 後
14：00
〜

17：00

　

○
…
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
開
院
か
ら
、
今
年
で
15
年

目
。
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
着
任

し
、
現
在
、
脳
血
管
疾
患
の
治

療
の
ほ
か
、
脳
に
関
わ
る
専
門

外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
、「
も
の
忘
れ
専
門
外
来
」

で
は
、
脳
神
経
外
科
医
な
ら
で

は
の
視
点
を
活
か
し
た
診
療
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。「
認
知
症
と

思
え
る
症
状
で
も
、
実
は
『
脳

腫
瘍
』
や
『
慢
性
硬
膜
下
血
腫
』

な
ど
、
脳
の
内
部
や
血
管
が
影

響
し
て
い
る
病
気
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。
隠
れ
た
脳
の
病
気
も
専

門
的
に
診
る
こ
と
で
、
適
切
な

認
知
症
治
療
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
も
の
忘
れ
が
認
知
症
に

よ
る
も
の
な
の
か
を
調
べ
る
た
め

に
、
簡
易
知
能
検
査
を
は
じ
め

と
す
る
問
診
で
認
知
機
能
を
確

認
し
、
血
液
か
ら
甲
状
腺
や
ビ

タ
ミ
ン
の
状
態
な
ど
も
調
べ
、
認

知
機
能
に
関
す
る
情
報
を
集
め

ま
す
。
さ
ら
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
、
脳
の

容
積
や
萎
縮
の
状
況
な
ど
も
検

査
し
ま
す
。「
こ
の
多
く
の
内
容

を
１
回
の
外
来
受
診
で
ス
ム
ー

ズ
に
行
な
う
た
め
に
は
、
事
前

ご
予
約
の
上
、『
も
の
忘
れ
専
門

外
来
』
を
ご
受
診
い
た
だ
く
こ

と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
診
察
に
は
、
客
観
的
な
判

断
材
料
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

家
族
に
同
席
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
」
と
真
摯
に
話
し
、
本

人
ま
た
は
家
族
の
一
方
か
ら
の
聞

き
取
り
に
偏
る
こ
と
な
く
、
エ
ビ

デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
に
基

づ
い
た
診
療
を
重
要
視
し
て
い
る

様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

　

○
…
「
脳
の
病
気
で
は
、
治

療
と
い
う
医
療
介
入
に
よ
っ

て
、
病
気
を
治
す
だ
け
で
な
く
、

ご
本
人
と
ご
家
族
が
、
穏
や
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

認
知
症
で
は
、
病
気
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
世
間
の
認
識
不

足
に
よ
っ
て
、
本
人
の
怠
慢
や

努
力
不
足
と
受
け
止
め
、
ご

家
族
が
困
惑
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
外
来
で
は
、
今
後
起

こ
り
得
る
症
状
や
、
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
し
っ
か
り
説

明
し
、
最
大
限
の
支
援
を
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

池谷 義守 医師
 （いけや よしもり）　　　　

ふれあい町田ホスピタル
【脳神経外科】

日本脳神経外科学会 専門医
日本頭痛学会 専門医
日本医師会 認定産業医

   

脳
疾
患
診
療
の
根
幹
は

　
　
穏
や
か
な
家
庭
生
活
へ
の
支
援

こ
の「
人
」に
聞
く

「お気軽に検査を」と話す池谷医師

り
、
本
人
の
尊
厳
も
傷

つ
き
ま
す
。
こ
の
負
の

連
鎖
も
、
認
知
症
の
怖

さ
の
一
つ
と
考
え
て
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
は
、
誰
で
も

か
か
る
可
能
性
が
あ
る

身
近
な
病
気
で
す
。
し

か
し
、
不
思
議
な
こ
と

に
、「
自
分
が
認
知
症
に

な
る
わ
け
が
な
い
」
と

信
じ
て
や
ま
な
い
人
が

と
て
も
多
い
の
で
す
。

県
央
で
は
特
に
多
い

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
で
「
も
の
忘
れ

専
門
外
来
」
を
担
当
し

て
い
る
池
谷
義
守
医
師

＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞

く
」
で
紹
介
＝
は
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
（
池
谷
医
師
）「
町
田
・
相
模
原

地
域
は
、
認
知
症
に
な
る
高
齢
者

率
が
、
全
国
平
均
を
上
回
る
と
い

集
中
力
が
な
い
、
同
じ
話
を
す
る

こ
と
が
多
い
と
い
う
症
状
が
出
現

し
、
さ
ら
に
は
、
直
前
に
食
べ
た

物
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
口

座
の
暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
起
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

症
状
が
あ
る
場
合
は
、「
軽
度
認

知
障
害
」（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
が
疑
わ
れ

ま
す
。

　

そ
し
て
障
害
が
進
む
に
つ
れ
て

新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
く
な

り
、
覚
え
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
、

理
解
力
や
判
断
力
が
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
続
い
て
、
妄
想
・
幻
覚
・

徘
徊
・
排
泄
な
ど
の
周
囲
の
負
担

が
増
す
行
動
も
目
立
つ
よ
う
に
な

と
人
の
名
前
が
出
て
こ
な
か
っ
た

り
、
物
を
保
管
し
た
場
所
が
思
い

出
せ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
頻
度
が
次
第
に

増
え
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
日

常
生
活
に
大
き
な
支
障
が
な
い
の

で
、
本
人
は
「
最
近
、
忘
れ
っ
ぽ

く
な
っ
た
な
あ
」
と
自
覚
し
、
忘

れ
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

て
い
る
状
態
で
す
。

　

し
か
し
、
認
知
機
能
が
障
害
さ

れ
る
と
、
好
き
だ
っ
た
ド
ラ
マ
や

読
書
が
楽
し
く
な
く
な
っ
た
り
、

何
事
に
も
や
る
気
が
わ
か
な
い
、

認
知
症
の
進
行
の
様
子
を
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

始
め
は
誰
で
も
自
覚
が
あ
る

　

も
の
忘
れ
は
、
大
抵
は
、
言
葉

　
人
の
名
前
、
大
事
な
約
束
、
物

を
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
る
…
。

そ
の
よ
う
な
「
忘
れ
」
は
、
も
し

か
し
た
ら
「
認
知
症
」
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
も
の
忘
れ
の
程
度
と
、

　

高
齢
に
な
る
と
、加
齢
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」
が
多
く
な
り
ま
す
が
、「
認
知
症
」

は
脳
の
認
知
機
能
の
病
気
な
の
で
、
専
門
的
な
診
断
に
よ
っ
て
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
脳
神
経
外
科
の

専
門
医
が
、
認
知
症
を
含
め
た
脳
の
病
気
の
診
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
た
結
果
、

多
く
の
高
齢
者
が
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
る
背
景
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
が
70
歳

以
上
の
地
区
も
あ
り
、
問
題
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、

２
０
２
５
年
に
は
全
国
で
５
人
に

１
人
が
認
知
症
、
ま
た
は
軽
度
認

知
症
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
統
計
も
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
認
知
症
の
診
断
に

お
い
て
、
認
知
症
の
症
状
に
よ
く

似
た
隠
れ
た
脳
の
病
気
（
脳
腫
瘍

や
慢
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
）
も
含

め
て
、
認
知
機
能
を
調
べ
る
問
診

や
、
血
液
の
状
態
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
の

画
像
分
析
（
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ
検
査
）

を
行
な
い
、
当
日
中
に
検
査
結
果

を
説
明
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
事
前
予

約
の
上
、
ご
家
族
と
ご
一
緒
に
ご

来
院
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

今
後
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
症
状

や
、社
会
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ

て
い
れ
ば
、
混
乱
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
忘
れ
の
心
配
は
是

非
、
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

誰か
いる！

虫だ！
レビー小体型

脳血管性の
もの

●記憶力の低下
●怒りっぽくなる

アルツ
ハイマー型

●運動障害
●幻視

●意欲の低下
●行動が緩慢

？
？？

認知症

認知症との違い※一例

認知症の疑い

例）朝ご飯を食べたこと
　  自体の記憶がない

体験全体を
すっぽり忘れる

加齢の影響

主な症状

体験の一部を
忘れる

例）朝ご飯のメニューが
　  　　 思い出せない

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
忘
れ
」が
ひ
ど
く
な
る
前
に
、脳
の
検
査
を
！

そ
の
日
の
う
ち
に
診
断
可
能

2



施設内カラオケ大会
の様子

サービス付き高齢者向け住宅 Aタイプ（約25m2）

90,000円

食事代［１日３食］ 1,500円／日
電気・水道代 6,000円／月
共益費 20,000円／月
生活支援サービス費 35,000円／月

●手すり付ユニットバス  ●キッチン
●温水洗浄トイレ  ●クローゼット  
●洗面台  ●エアコン  ●カーテン あり

月額賃料

別途費用

＊食事代、電気・水道代、生活支援サービス費は税込

グループ
医療連携で
安心
サポート

充実の
設備と
自由な生活

入居一時金

0円 
【施設概要】施設住所：神奈川県大和市西鶴間6-30-24／施設連絡先：☎046-271-6261／最寄駅：南林間駅または
鶴間駅から徒歩１５分／共有施設：人工温泉「光明石温泉」、洗濯乾燥室、浴室、リビングなど／サービス（有料含む）：コンシェル
ジュ、生活相談、状況把握サービス、各種イベント、食事、掃除、買い物代行、通院付添いなど／取引態様：直接契約／建築面積：
1559.09㎡（軽量鉄骨造り・地上２階建て）／竣工：2014.3.31／定期建物賃貸借（2044.6.1まで）／募集：１室（全26室）／
事業主：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370-20☎0467-84-6657㈱フォーライフ企画／広告有効期限2021.3.31

０１２０-３0-9113フリーダイヤル資料請求・
見学・問合せ

入居者さま
募集！

ご見学を
お待ちして
おります。

施設担当者

246

南林間駅南林間駅

鶴間駅鶴間駅

大和駅大和駅

さがみ野駅さがみ野駅 相模大塚駅相模大塚駅

東名高
速道路

東名高
速道路

大和成和病院大和成和病院

さがみ野中央病院

成和
クリニック
成和
クリニック

綾瀬厚生病院

小
田
急
線

小
田
急
線

相鉄線相鉄線

ココ

桜ヶ丘駅桜ヶ丘駅

●グループ医療施設

施
し
、
効
果
あ
る
内
容
を
提
案
し

て
い
く
か
ら
で
す
。
そ
し
て
訓
練

以
外
の
入
所
生
活
に
お
い
て
も
、

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
専
門
性
を
有
す
る
ス

タ
ッ
フ
が
、
そ
の
方
に
合
っ
た
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ス

タ
ッ
フ
が
国
家
資
格
を
所
持
し
、

経
験
も
豊
富
で
す
の
で
、
ご
安
心

し
て
入
所
生
活
を
お
送
り
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
」。〈
取
材
協
力
〉

【
よ
く
あ
る
問
合
せ
相
談
②
】

　

た
く
さ
ん
あ
る
老
健
の
中
で
、

ど
う
や
っ
て
自
分
に
あ
っ
た
施
設

を
選
べ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
例
え
ば
、
当
施
設
は
医
療
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
老
健
で

す
の
で
、
協
力
医
療
機
関
（
病
院

な
ど
）
が
と
て
も
多
く
、
さ
ら
に

連
携
体
制
が
強
固
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　

隣
に
は
、グ
ル
ー
プ
病
院
の『
ふ

れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
が
あ

看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
機
能
回

復
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
施
設『
介
護
老
人
保
健
施
設
・

ふ
れ
あ
い
の
町
田
』
で
は
、
入
所

３
カ
月
間
で
、
集
中
的
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
を
向
上
し

て
い
く
こ
と
に
自
信
を
も
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
国
家
資
格
を
有

す
る
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
言
語
聴
覚
士
が
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
専
門
的
な
機
能
訓
練
を
実

健
施
設
」
で
は
、
何
が
受
け
ら
れ

る
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
簡

単
に
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　
（
ふ
れ
あ
い
の
町

田
ス
タ
ッ
フ
）「
は

い
。
通
称
『
老
健
』

と
呼
ば
れ
て
い
る
介

護
老
人
保
健
施
設
で

は
、
病
院
で
の
治
療

後
、
ご
自
宅
へ
戻
る

に
は
ま
だ
不
安
が
残

る
方
が
、
入
居
生
活

を
通
し
て
（
ま
た
は

通
い
で
）、
介
護
・

【
よ
く
あ
る
問
合
せ
相
談
①
】

　

高
齢
者
施
設
の
種
類
が
多
く
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
「
介
護
老
人
保

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
は
、
心
身
の
回
復
が
必
要
な
高
齢

者
に
、国
家
資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
が
、専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
な
ど
を
行
な
っ

て
い
る
施
設
で
す
。
こ
こ
に
寄
せ
ら
れ
る
問
い
合
わ
せ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
う
服
薬
を

　
「
一
般
的
に
骨
密
度
は
、
20
代

を
ピ
ー
ク
に
上
昇
し
、
そ
の
後
は

徐
々
に
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
加
療
は
、
骨
密
度

の
維
持
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ

る
た
め
、
薬
と
は
一
生
涯
、
付
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

そ
の
た
め
、
患
者
さ
ま
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
（
背
景
）
に
合
わ
せ
て
、

医
師
が
適
切
に
選
択
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の

患
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
治

療
を
選
択
し
、
よ
り
良
い
内
容
を

提
案
し
て
い
く
こ
と
を
日
々
、
心

掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
を
抱
え
て
い
る
方
の

ほ
か
、
骨
の
お
悩
み
、
高
齢
で
骨

折
の
不
安
が
あ
る
方
な
ど
は
、
是

非
、成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
整
形
外
科
・

村
田
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
し
っ

か
り
と
診
察
い
た
し
ま
す
」。

状
態
の
こ
と
で
す
。骨
折
す
る
と
、

身
体
機
能
が
下
が
っ
て
、
生
活
の

質
の
低
下
を
招
く
の
で
、『
寝
た

き
り
』に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
日
本
で
は
、
高
齢
者
人
口

の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
骨
粗
鬆

症
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
報
告
で
は
、
日

本
国
内
に
は
、
男
性
は
お
よ
そ

３
０
０
万
人
、
女
性
は
お
よ
そ

９
８
０
万
人
、
男
女
合
わ
せ
る
と

推
計
お
よ
そ
１
２
８
０
万
人
の
方

が
、
骨
粗
鬆
症
に
該
当
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
」

　
（
村
田
医
師
／
取
材
協
力
）「
奇

数
週
の
月
曜
日
に
、
整
形
外
科
の

外
来
診
療
を
担
当
し
て
お
り
ま
す

村
田
幸
佑
（
む
ら
た
こ
う
す
け
）

と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
北
里
大
学
病
院
の
整
形

外
科
に
入
局
し
、
こ
れ
ま
で
横
浜

総
合
病
院
で
整
形
外
科
診
療
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
大

学
院
に
進
み
な
が
ら
、
骨
粗
鬆
症

の
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
」

患
者
は
１
２
０
０
万
人
以
上

　
「
骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
の
強
度

が
低
下
し
、
骨
折
し
や
す
く
な
る

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
今
年

度
、
北
里
大
学
病
院
か
ら
整
形
外

科
の
医
師
２
名
が
着
任
し
、
と
も

に
月
曜
日
の
午
前
中
の
外
来
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
・
３
・
５
週
が
村
田
幸
佑
医

師
、
第
２
・
４
週
は
髙
田
研
医
師

が
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

村
田
幸
佑
医
師
よ
り

　

地
域
に
密
着
し
、
地
元
で
必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、整
形
外
科
の
診
療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、第
１
・
３
・

５
月
曜
日
の
午
前
に
外
来
を
担
当
し
て
い
る
村
田
幸
佑
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

り
、
24
時
間
３
６
５
日
に
わ
た
っ

て
医
師
が
常
駐
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
充
実
し
て
お
り
ま
す
。

集
中
リ
ハ
ビ
リ
で
自
宅
復
帰
を
目

指
す
方
の
ほ
か
、
医
療
依
存
度
が

高
い
方
で
も
、
ご
心
配
な
く
ご
入

所
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
施
設
の
特
徴
を
あ
げ
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
に
ご
自
身
の
ニ
ー

ズ
と
家
族
の
安
心
感
な
ど
を
考
え

て
、
施
設
選
び
に
は
、
ま
ず
見
学

や
お
問
い
合
わ
せ
相
談
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
」。　
〈
取
材
協
力
〉

■
ふ
れ
あ
い
の
町
田

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
７

☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０
１

成和クリニック
整形外科

村田 幸佑 医師

ふ
れ
あ
い
の
町
田
で
の
歩
行
訓
練
の
様
子

橋
本

相
模
原

多
摩
境

ベ
ビ
ー

ザ
ら
ス

介護老人保健施設介護老人保健施設
ふれあいの町田ふれあいの町田

リハビリ
センター
リハビリ
センター

薬局

P
有料老人
ホーム
有料老人
ホーム

（病院）
ふれあい
町田ホスピタル

（病院）
ふれあい
町田ホスピタル

ココココ

村
田
医
師
の
診
療

午
　前

午
後

月 火 水 木 金 土

成瀬
 Dr.

武井
 Dr.

迎
 Dr.

成瀬
 Dr.

成瀬
 Dr.

村田Dr.
第１・3・5週 成瀬Dr.第１週

第2・4週
髙田Dr.

武井
 Dr.

迎
 Dr.

成瀬
 Dr.

－ －

第2～5週＊９：３０～
北里大病院
所属の医師

成和クリニック整形外科成和クリニック整形外科☎０４６-264-3911☎０４６-264-3911

大和市西鶴間5-3488-7大和市西鶴間5-3488-7

鶴
間
駅

コンビニ
西鶴間八丁目西鶴間八丁目

小
田
急
線

小
田
急
線

P 完備
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ココ

　
湘
南
医
療
大
学
の
東
戸
塚
キ
ャ

ン
パ
ス
に
「
薬
学
部
・
医
療
薬
学

科
」
が
開
設
さ
れ
、
２
０
２
１
年

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る「
質

の
高
い
薬
剤
師
」
を
育
成
す
る
た

め
に
、17
グ
ル
ー
プ
病
院
・
51
保

健
医
療
福
祉
施
設
に
わ
た
る
県
下

最
大
級
の
協
力
体
制
の
下
で
、
臨

床
教
育
を
実
践
し
ま
す
。

湘南新宿
ライン

横須賀線
東戸塚

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

小田原
50分

新宿
42分

湘南医療大学湘南医療大学
徒歩12分徒歩12分

〒244-0806神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48東戸塚キャンパス
☎045-821-0115 
入試事務室（アドミッションセンター）

医療薬学科薬学部
（2021年４月開設）

2/15（月）～２/２４　（水）

2７2 （土）
出 願 期 間〈消印有効〉

Ⅱ期
2/22（月）～3/3　（水）

63 （土）
出 願 期 間〈消印有効〉

Ⅲ期

一般選抜試験日入試情報

　医療系の大学だからこそできる薬学教育の新たなコ
ンセプトとして、本学では、「臨床に強い薬剤師の養成」
を目指すことができます。
　私は、北里大学病院で薬剤師として 24 年間勤務し、そ
の間、臨床薬学業務開発を行ない、チーム医療を実践し
てきました。当時、厚生省のモデル病院であったため、病
棟薬剤業務が保険診療として認められたプロセスにも
関わることができました。その後、済生会横浜市南部病
院薬剤部長として 14 年間勤務し、専門性の高い薬剤師
の育成や、神奈川県病院薬剤師会会長として、薬剤師職
能を社会に広める活動に関わってきました。薬学教育
では、明治薬科大学臨床薬剤学研究室教授として、６年
間におよび教育・研究に携わってきた経験があります。
　薬剤師として常に考えていたことは、「社会が求める薬剤師
像とは何なのか」ということです。くすりという（モノ）と患
者さま（ヒト）を取りもつ薬学は、「サイエンス」と「アート」のマ
インドなくして融合できないということが、私の答えでした。
　本学は、医療現場を背景にもち、経験豊かな教育スタッフ

が基礎系と臨床系にいることは大きな魅力です。そして、保健医療学部も含めて、臨床
教育を培う土壌が整っていることも強みです。

臨床薬剤学、緩和医療薬学臨床薬剤学、緩和医療薬学専門分野： 専門分野： 

湘南医療大学 薬学部
加賀谷 肇 教授（今春着任予定）
湘南医療大学 薬学部

加賀谷 肇 教授（今春着任予定）

明治薬科大学
   薬学部製薬学科卒・博士（薬学）
  北里大学病院薬剤部勤務
  済生会横浜市南部病院薬剤部長
  神奈川県病院薬剤師会会長
現・日本緩和医療学会監事
現・日本緩和医療薬学会監事
前・明治薬科大学
   　   臨床薬剤学研究室教授

新設の本学・薬学部を目指す皆さまへ

「
骨
粗
鬆
症
は
月
曜
日
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
村
田
幸
佑 

医
師

介
護
老
人
保
健
施
設
・
ふ
れ
あ
い
の
町
田

〝
全
集
中
！
”自
宅
復
帰
へ
の
専
門
リ
ハ
ビ
リ

薬学部 医療薬学科が薬学部 医療薬学科がこの春スタート！この春スタート！
一般入試はまだチャンスも

湘南医療大学

〔
１
・
３
・
５
週
〕

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

新型コロナウィルス感染症の対策と予防について ～PCR検査とは～

3月２７日（土）13：00～14：00日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

　新型コロナウィルス感染症に感染しな
いために、医師の観点から、今回はＰＣＲ
検査を中心にお話しします。「予防・検査・
治療」について、しっかり知識を身につけ
て、正しく対策をしていきましょう。

ご入場時にマスクの着用や検温、
会場では換気・消毒などに
ご協力いただきます。

感染症対策を講じて開催します！

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

３月２５日（木）13：00から日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 会議室

安心・安全な検査の知識を持ちましょう ～レントゲンって体に影響はないの？～
　医療に関してさまざまなところから情報
が入る時代ですが、果たして正しい情報
はどれなのか、迷われたことはありません
か？放射線検査の安全性や医療被曝に
ついて、診療放射線技師が解説します。

感染症拡大防止のため、三密対策
を講じて開催します。参加の
ご希望は、必ずお電話ください。

事前予約制（定員15名）で開催！

講 

師

さがみ野中央病院
放射線科
望月 紀広

診療放射線技師

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
の
整
形

外
科
で
は
、
骨
折
・
脱
臼
等
の

一
般
外
傷
や
、
腰
痛
、
肩
こ
り
、

変
形
性
膝
関
節
症
、
骨
粗
鬆
症

と
い
っ
た
急
性
・
慢
性
の
幅
広

い
疾
患
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

整
形
外
科
担
当
の
山
田
院
長

は
、「
当
院
で
は
、
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
や
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
、
頚
髄
症
な
ど
に
対
す
る
専

門
性
の
高
い
脊
椎
手
術
や
、
脊

椎
椎
体
骨
折
へ
の
低
侵
襲
手
術

（
Ｂ
Ｋ
Ｐ
）
も
行
な
い
、
さ
ら

に
、
手
外
科
手
術
や
外
反
母
趾

手
術
、
人
工
関
節
手
術
も
実
施

　

例
え
ば
、
家
で
転
び
、
太
も

も
の
太
い
骨
（
大
腿
骨
）
を
骨

折
し
た
場
合
、
さ
が
み
野
中
央

病
院
は
救
急
医
療
を
行
な
っ
て

い
る
た
め
、
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
て
か
ら
、
整
形
外
科
医
が
手

術
を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
急
性
期
治
療
を
経
て
、

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
効
果
的
な
時
期
（
回
復

期
）
に
、
他
院
へ
転
院
す
る
こ

と
な
く
、
同
じ
さ
が
み
野
中
央

病
院
の
中
で
転
棟
し
（
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に

移
り
）、
国
家
資
格
を
も
つ
理

学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
回

復
期
な
ら
で
は
の
訓
練
を
行
な

い
、自
宅
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。 自宅で転倒・大腿骨骨折のケース

院長紹介

「
呼
吸
器
内
科
」
な
ど
を
そ
ろ
え

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
専
門
診
療

で
は
、「
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来
」「
内

視
鏡
検
査
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

地
元
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

今
回
、新
し
く
開
設
さ
れ
る「
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
」
は
、
大
腿
骨
頚
部
骨
折

や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
大
き

な
け
が
や
病
気
を
し
て
手
術

な
ど
の
治
療
を
行
な
い
、
急

性
期
を
脱
し
た
人
が
、
ま
だ

医
学
的
・
社
会
的
・
心
理
的

な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
状
態

で
あ
っ
た
場
合
に
、
多
職
種

が
関
わ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
、
限
定
さ
れ
た
期

間
に
集
中
的
に
受
け
、
心
身

と
も
に
回
復
し
た
状
態
を
取

り
戻
し
て
い
く
こ
と
に
特
化

新
病
棟
開
設
に
向
け
て
ご
挨
拶

　

医
療
法
人
社
団
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」（
神
奈
川
県
海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20
／
相
鉄
線
「
さ
が
み
野
駅
」

南
口
か
ら
徒
歩
５
分
・
県
道
40
号
沿
い
・
駐
車
場
完
備
）
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た
医
療
機
関
と
し
て
、海
老
名
市
だ
け
で
な
く
、県
央
エ
リ
ア
全
域
に
わ
た
っ

て
広
く
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
、
今
春
、「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

し
て
い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
に
お

い
て
は
、
近
年
、
診
断
や
治
療

が
大
き
く
進
歩
し
、当
院
で
は
、

骨
粗
鬆
症
学
会
認
定
医
と
骨
粗

鬆
症
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
し
て
、

専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

診
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

整
形
外
科
疾
患
は
、
是
非
一

度
、当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

整
形
外
科

救
急
搬
送
か
ら

  

自
宅
復
帰
ま
で

　
（
山
田
久
孝
院
長
）「
こ
の
度
、

さ
が
み
野
中
央
病
院
は
、
増
改
築

工
事
が
終
了
し
、
今
春
、
新
し
く

者
さ
ま
中
心
の
考
え
を
基
本
に
し

た
医
療
を
実
践
す
る
た
め
に
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
さ
ら
な
る
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
院
は
、
患
者
さ
ま
の
満
足
度

の
高
い
『
か
か
り
つ
け
病
院
』
を

目
指
し
て
い
ま
す
。『
患
者
さ
ま

と
の
距
離
が
近
い
、
担
当
者
の
顔

が
見
え
る
医
療
』
を
テ
ー
マ
に
、

外
来
は
も
と
よ
り
入
院
で
の
検
査

や
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
療
技
術
の

進
歩
に
対
応
し
、
新
た
な
技
術
の

リハビリ室専用トイレ

整形外科手術の様子（同院）整形外科手術の様子（同院）

●日本整形外科学会
　　　　　  整形外科専門医
●日本整形外科学会
　　　　　　認定脊椎脊髄病医
●日本骨粗鬆症学会 認定医

さがみ野中央病院

山田 久孝院長

さ
が
み
野
中
央
病
院

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」を
設
置

　
「
さ
が
み
野

中
央
病
院
」
は
、

地
域
に
根
差
し

た
医
療
の
提
供

を
モ
ッ
ト
ー

に
、
海
老
名
市

の
ほ
か
、
綾
瀬

市
、
座
間
市
、

大
和
市
、
横
浜

市
瀬
谷
区
な
ど

か
ら
も
近
い
立

地
を
活
か
し
、

地
元
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り

添
っ
た
診
療
を

行
な
っ
て
い
る

病
院
で
す
。

　

診
療
科
目

に
、「
内
科
」「
外

科
」「
整
形
外

科
」「
皮
膚
科
」

「
泌
尿
器
科
」

習
得
を
目
指
す
と
同
時
に
、
患
者

さ
ま
の
立
場
に
立
ち
、
人
間
性
を

尊
重
し
た
心
温
か
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の

内
容
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
る
た
め
に
、
当
院
で

は
、『
敷
居
の
低
さ
』
と
『
懐
の

広
さ
』を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
患
者

さ
ま
を
中
心
に
、
ど
ん
な
状
況
に

お
い
て
も
、
お
互
い
に
人
と
し
て

リ
ス
ペ
ク
ト
（
敬
意
）
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
患
者
さ

ま
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
、

お
も
て
な
し
の
心
と
真
摯
な
気
持

ち
で
病
気
に
取
り
組
み
、
病
人
を

癒
す
こ
と
、
第
三
に
、
プ
ロ
と
し

て
の
意
識
と
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ

て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
こ

と
、
と
い
う
こ
と
を
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
老
名
の
ほ
か
、
県
央
エ
リ
ア

の
地
元
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
当
院
・
さ

が
み
野
中
央
病
院
に
、
是
非
こ
れ

か
ら
も
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
」。

さがみ野駅
南口

40マルエツ

病院の角の道

東柏ヶ谷
相模大塚駐車場

完備
駐車場
完備

相鉄線

Pココ

相模大塚駅

神奈川県海老名市東柏ヶ谷６-20-20 

■ けがや病気によって脳に損傷を負い、知的な機能に
　障害が出て、日常生活や社会生活に支障を来す状態

■ 脳血管疾患（脳梗塞・脳出血など）

■ 多肢の骨折、大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の骨折
■ 病気やけがで安静にすることで体を動かす時間・強さが
　減り、体や精神に不都合な変化が起こっている状態
■ 股関節または膝関節の置換術後
■ 脊椎、関節等の神経、筋または靭帯の損傷後

対象疾患と入院期間

１８０日

１５０日

９０日

９０日

９０日
６０日

さがみ野中央病院 回復期リハビリテーション病棟 ☎046-233-5110

さ
が
み
野
中
央
病
院

手術

救急搬送

さがみ野中央病院

骨折

院内転棟

自宅へ！自宅へ！

回復期
リハビリテーション

回復期
リハビリテーション

『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
』
と

『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
』
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
患

し
た
専
門
病
棟
で
す
。

　

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士

が
、
実
際
の
生
活
場
面
を
想
定
し

た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
行
な
い
ま

す
。
特
に
さ
が
み
野
中
央
病
院
で

は
、１
日
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
を「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
考
え
、

実
生
活
さ
な
が
ら
の
実
践
的
な
内

容
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

さがみ野中央病院 外観

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室（
開
設
前
の
様
子
）

今春オープン
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